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ふるさと再発見 
 ウォーキング in しょうかわ 

         

 

                 
 

   

                              

                         
 

     

                             
 
 
 
 
 

 

 

                              

総人口 １，１３１（－２９） 総世帯 ４１１（－１０） 

男     ５３７（－１１）  女  ５９４（－１８） 

 
平成 29 年 4月 1日現在  

 ( )内は前月対比 

お 知 ら せ 

 

  

１０月の診療案内 

◎国保白鳥病院派遣による診察日 

（内科医師）毎週木曜日 

午前９時～午前１１時３０分 

◎工藤歯科出張診察日（予約制） 

毎週水曜日 

午後１時３０分～午後５時１５分 

 

 

▶日時 10 月 1 日（土） 

午前 8時 30 分～ 

午後12時 30分 

▶コース 9km 

【起・終点】道の駅（桜の郷

荘川）⇔【折返点】ウッドイ

       荘 川 診 療 所 

Ｎ Ｏ .２ ４

荘川町まちづくり協議会   

編 集：広 報 委 員   

発行日:平成２９年４月２５日 

平成２７年１２月１８日 

４月５日 保育園入園式 

４月７日 中学校入学式 

４月６日 小学校入学式

入園式 

入園、入学式が保育園、学校で行われ

ました。不安と希望が入り交ざり、ドキ

ドキ・ワクワクの子どもたち。 

大切な子供たちを地域 

みんなで守りましょう！ 
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シリーズ 
荘川歴史を考える会 『荘川の宝物』 No.13 

「
白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
表
彰 

 

荘
川
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
関
心
を
持
っ
て
ロ

ゴ
マ
ー
ク
に
応
募
い
た
だ
い
た
荘
川
小
学
校
の
児
童
に
対
し
、
「
荘
川
町
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
賞
」
を
授
与
し
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
（
白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
の
特
徴
を
捉
え
た
優
秀
な
作
品
）
平
成
２９
年
３
月
１０
日
に
市
内
小
中
学
校
の
作

品
を
対
象
と
し
た
高
山
市
長
賞
の
選
考
と
一
緒
に
、
荘
川
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
賞
の
選

考
を
荘
川
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
、
荘
川
小
中
学
校
の
美
術
担
当
教
諭
、
行
政
関
係

者
で
行
い
、
荘
川
小
学
校
３
年
生
と
４
年
生
（
現
４
年
生
と
５
年
生
）
の
作
品
を
選
考
し
、

４
月
２０
日
に
開
催
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会
で
表
彰
し
ま
し
た
。 

  

受
賞
者 

①
荘
川
小
学
校 

４
年
生 

荒
川 

琥
珀
（
あ
ら
か
わ 

こ
は
く
）
さ
ん 

 
 
 
 
 

②
荘
川
小
学
校 

５
年
生 

山
下 

紋
佳
（
や
ま
し
た 

あ
や
か
）
さ
ん 

≪説明≫ 

「３つの山」、「緑の山と水

の源を表す３色」をイメー

ジしてデザインしました。

アイコン」としても」使え

るように考えました。 

 

≪説明≫ 

デザインのために白山につ

いて考えました。わたしが

知っている白山は、荘川の

道の駅から見る白山です。

きれいな白山を見て自然を

まもりたいと思いました。 

荒川琥珀さんの作品 

 

山下紋佳さんの作品 

 

山下紋佳さん 

 

荒川琥珀さん 

 

飛
騨
の
農
民
一
揆
に
つ
い
て 

み
な
さ
ん
は
、
お
よ
そ
２
５
０
年
前
に
起
き
た
「
大
原

お
お
は
ら

騒
動

そ
う
ど
う

」
と
い
う

飛
騨
の
農
民
一
揆
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
。
一
色
の
三
島
家
か
ら
、

高
山
の
上
木
家

う

わ

ぎ

け

へ
養
子
に
行
き
こ
の
大
原
騒
動
に
関
わ
り
、
新
島
に
流
罪

に
な
っ
た
甚
兵
衛
さ
ん
の
話
は
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

 

江
戸
幕
府
の
飛
騨
支
配
は
、
お
よ
そ
１
８
０
年
間
続
い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
間
の
一
揆
の
中
で
最
も
大
き
な
事
件
が
「
大
原
騒
動
」
で
し
た
。
大

原
騒
動
は
、
郡
代
の
大
原
彦
四
郎

ひ
こ
し
ろ
う

、
そ
の
子
亀
五
郎

か
め
ご
ろ
う

の
時
代
に
起
こ
り
ま

し
た
。
明
和
・
安
永
・
天
明
の
３
つ
の
騒
動
の
こ
と
で
、
約
１
８
年
間
続

き
ま
し
た
。 

 

そ
の
原
因
は
、
農
民
に
対
し
て
の
無
理
な
増
税
と
代
官
に
よ
る
公
金
の

横
領
が
主
な
原
因
で
し
た
。
こ
の
代
官
の
政
治
が
、
飛
騨
の
農
民
を
苦
し

め
た
こ
と
を
、
そ
し
て
農
民
は
死
を
覚
悟
で
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
何
回
か
に
分
け
て
、
こ
の
大
原
騒
動
の
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
最
後
に
は
、
荘
川
に
関
わ
り 

あ
る
甚
兵
衛
さ
ん
と
そ
の
息
子
勘
左
衛
門
さ
ん
の 

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
参
考
文
献
「
大
原
騒
動
余
聞
」
林
格
男
） 

 

今
年
度
も
、
飛
騨
や
荘
川
の
歴
史
に
つ
い
て
『
荘
川
の
宝
物
』
と
し
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

前
半
は
、
荘
川
の
偉
人
で
あ
る
甚
兵
衛
さ
ん
が
関
わ
っ
た
「
大
原
騒
動
」
に

つ
い
て
、
後
半
は
荘
川
に
ま
つ
わ
る
話
を
掲
載
し
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
感

想
等
あ
り
ま
し
た
ら
歴
史
を
考
え
る
会
へ
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 



２０１７年４月 

  

     

４
月
か
ら
荘
川
診
療
所
に
赴
任
致
し
ま
し
た
熊
田
裕
一
と

申
し
ま
す
。
４
月
初
め
に
赴
任
し
１
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

単
身
の
生
活
は
初
め
て
で
、
新
生
活
に
慣
れ
る
に
は
も
う
少
し

時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
赴
任
以
降
、
診
療
所
の
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
温
か
く
接
し
て
頂
き
本

当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

私
は
、
平
成
３
年
に
岐
阜
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
揖
斐
厚
生

病
院
、
岐
阜
大
学
大
学
院
、
岐
阜
市
民
病
院
、
松
波
総
合
病
院

に
勤
務
し
、
主
に
循
環
器
疾
患
（
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
不
整

脈
な
ど
）
に
関
す
る
仕
事
に
従
事
し
、
岐
阜
市
民
病
院
、
松
波

総
合
病
院
で
は
ほ
ぼ
毎
日
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
や
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
を
し
て
い
ま
し
た
。 

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は
心
臓
を
栄
養
す
る
冠
状
動
脈
が
主

に
動
脈
硬
化
が
原
因
で
狭
小
化
し
た
り
閉
塞
し
た
り
す
る
病

気
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
命
に
関
わ
る
重
篤
な
状
態
と
な

り
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
で
は
癌
・
悪
性
新
生
物
に
次
い
で
多

い
病
気
で
す
。
特
に
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
高
血
圧
症
と
言
っ

た
基
礎
疾
患
（
冠
危
険
因
子
）
を
お
持
ち
の
方
や
、
近
親
に
狭

心
症
・
心
筋
梗
塞
の
家
族
歴
の
あ
る
方
は
注
意
が
必
要
で
、
喫

煙
も
冠
危
険
因
子
の
一
つ
で
す
。
典
型
的
な
症
状
は
前
胸
部
の

絞
扼
感
（
締
め
つ
け
ら
れ
る
感
じ
）
や
胸
痛
で
す
が
、
喉
の
辺 

り
や
奥
歯
、
左
肩
～
腕
、
背
中
の
方
に
症
状
が
出
て
胸
の
方
は

そ
ん
な
に
症
状
が
出
な
い
方
も
あ
り
ま
す
。
時
に
冷
汗
や
嘔
気

を
伴
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
狭
心
症
は
こ
う
し
た
症
状
が
10

～
15
分
（
長
く
て
も
30
分
以
内
）
程
度
で
治
ま
り
、
労
作
時

に
起
こ
る
も
の
を
労
作
性
狭
心
症
と
い
い
、
夜
間
・
安
静
時
に

起
こ
る
狭
心
症
を
安
静
時
狭
心
症
や
異
型
狭
心
症
と
い
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
心
筋
梗
塞
の
前
兆
の
可
能
性
が
あ
り
、
心
筋
梗

塞
に
至
る
と
症
状
が
数
時
間
～
半
日
持
続
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
症
状
は
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
異
な
り
、
糖
尿

病
を
お
持
ち
の
方
は
症
状
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
心
配
な
症
状
が
あ
る
方
は
一
度
ご
相
談
下
さ
い
。 

今
後
も
折
を
見
て
色
々
な
病
気
の
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
体
調

管
理
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。
で
は
、
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                              

                              

                              

                              

                              

【
出
身
地
】 

 

清
見
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
趣 

味
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
書 

（
最
近
読
ん
だ
本

「
羊
と
鋼
の
森
」、 

「
海
賊
と
呼
ば
れ
た
男
」
な
ど
な
ど
） 

【
荘
川
に
来
て
思
っ
た
こ
と
】 

・
４
月
も
終
わ
り
な
の
に 

さ
む
ー 

・
水
が
き
れ
い 

・
時
間
が
流
れ
る
の
が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
気
が
す
る 

 
 

【
出
身
地
】 

 

清
見
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
趣 

味
】 

休
日
な
ど
は
、 

川
や
海
な
ど
に
出 

か
け
釣
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
特
に
ア
ユ
釣
り
が
好
き
な
の
で
、
今
年
は

荘
川
で
も
ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
荘
川
に
来
て
思
っ
た
こ
と
】 

・
い
い
川
が
あ
る
な
ー 

・
温
厚
で
優
し
い
人
が
多
い
な
ー 

阪
下
眞
枝
さ
ん
が
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
十
五
年
の
長

き
に
わ
た
り
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
、
こ
の
度
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

荘
川
支
所
か
ら 

 

「
新
任
の
あ
い
さ
つ
」 

 

「
診
療
所
長
の
あ
い
さ
つ
」 

 

基盤産業課 

杤本 俊一 

おめでとうございます！ 

荘川診療所長 

 熊田 裕一 

基盤産業課 

大西 哲広 



２０１７年４月 

第
26
回
飛
騨
地
区
混
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

大
会
（
３
月
19
日
）
▽
国
府
小
学
校 

 

【
一
部
】 

2
位 

中
井
将
大 

【
二
部
】 

2
位 

黒
谷
日
向 

橋
本
紗
奈 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

3
位 

橋
本
直
幸 

橋
本
奈
知 

 

荘
川
ジ
ュ
ニ
ア
小
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

大
会
（
３
月
20
日
）
▽
荘
川
体
育
館 

優
勝 

荒
川 

蒼
志 

２
位 

遠
所 

礼
望 

３
位 

三
島 

宗
一
郎 

  

荘 川 診 療 所 

５月の診療案内 
◎国保白鳥病院派遣による診察日 

（内科医師） 

毎週木曜日午前９時～午前１１時３０分 

◎工藤歯科出張診察日（予約制） 

毎週水曜日午後１時３０分～午後５時１５分 

◎レントゲン技師来所 １９日（金） 

午前９時～午前１１時３０分 

【平成２９年度高齢者肺炎球菌予防接種について】 

今年度新たに予診票が郵送された（65 歳以上の 0と 5

のつく年齢）方は助成対象です。希望の方は予診票を確

認後電話（2-2009）予約してください。 

【診療の予約制について】 

待ち時間の軽減や診察向上を目的とし、診察を予約制

に移行していくことを検討しています。詳細につきまし

ては、診療所スタッフまでご確認ください。 

高山市図書館 
(荘川分館) 

 

 

 

 

 

 

 

ネコヤナギとは花穂を猫に見立てた名前で

す。また、カワヤナギの呼び名は、川べりのヤ

ナギの意味です。雌雄異株 （撮影：渡邉正範） 

                              

                              

                      

 
 
 

      
 

 
 

 
 
 

 

 

                            
 
 
 
 
 
 
 

 

  

                              

 

皆さんで楽しい１年間を過ごしましょう！ 

新入部員歓迎 小学３年生以上 

詳細は木下まで  

携帯 090-1744-0178 

 

第１３回 荘川町民 

 

期日 ６月４日（日）８時３０分集合 

会場（総合開会式） 荘川体育館 

ゲートボール大会（会場：荘川ドーム） 

★当日受付 一人からでも参加受付可 

★練習日  ５月２９日（月）～６月３日（土） 

        午後７時～午後９時３０分 

問合せ 牧戸 横井和正まで 

バレーボール大会（会場：荘川体育館・荘川中体育館） 

★練習日  ５月２９日（月）～６月３日（土） 

        午後７時～午後９時３０分 

問合せ 新渕 三島剛史まで 

  

長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、
待
ち
に
待
っ
た

春
が
来
ま
し
た
。
色
々
な
花
が
咲
き
始
め
ま

す
ね
。
皆
さ
ん
も
春
を
満
喫
し
て
く
だ
さ

い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｋ
・
Ｍ 

 
 
 

広
報
委
員 

三
島 

加
津
彦 

 
 
 

鈴
木 

美
智
彦 

 
 
 
 

木
下 

靖 

 
 
 
 
 

三
島 

真
二 

 
 

   

◇
荘
川
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
所 

TEL･

FAX
０
５
７
６
９
‐
８
‐
６
０
０
５ 

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

sh
o
w

kaw
a6

03
@

hidatakayam
a.ne

.jp
 

※
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

10 月の特集 

『豆』 

～豆のあれこれ～ 

２０１６年は国連制定「国

際マメ年」（大豆・落下生以外）

だそうです。日本では、“豆名

月”にちなんで毎年 10/13

を「豆の日」としているそう

です。 

高山市図書館 
(荘川分館) 

10 月の休館日 

◎3 日、11 日、17 日、31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合先】荘川支所基盤産業課 

     05769-2-2211 

 

1
日 

荘
川
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（試
験
点
灯
） 

4
～
6
日 

荘
川
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

9
日 

結
婚
相
談 

〈荘
川
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉 

13
日 

小
中
合
同
資
源
回
収 

16
日 

町
内
一
斉
美
化
運
動 

18
日 

狂
犬
病
予
防
注
射 

〈各
地
区
公
民
館
〉 

26
日 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
巡
回 

〈荘
川
総
合
セ
ン
タ
ー
〉 

28
日 
高
山
市
消
防
団
荘
川
支
団
春
季
訓
練 

28
日 

ひ
だ
庄
川
清
流
や
ま
め
釣
り
大
会 

お 知 ら せ 

 
  

５月の休館日 

◎１日、８日、 

15 日、29 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の特集 

『季節を彩る』 

～花～ 
 

白銀の世界から色彩あ

ふれる季節へ！季節を彩

る花に注目します 

横断歩道は、手を挙げて渡りましょう！ 


